






はじめに 

染色体異常の発生頻度は,全新生児の 0.5～1%といわれている。染色体異常には常染色体異

常と性染色体異常とがあり,外表奇形や精神発達遅滞などの臨床像から前者のスクリーニ

ングは比較的容易であるのに比し,性染色体異常は臨床像の表現が乏しく,とくに新生児・

乳児期における臨床診断はきわめて困難であることが多い。しかも,性染色体異常にはモザ

イク型の異常が少なからず存在し,臨床診断を一層困難にしている。そこで,われわれは昨

年にひきつづき,新生児期・乳児期・早期幼児期における性染色質の陽性率の検討を行い,

性染色質検査によるモザイク型性染色体異常のスクリーニング法の妥当性の検討を試みた

。 


